
 

  



 

  

長崎県立大学新聞会（以下、新聞会）では、不定期ながら、役員のスキルアップを図るための研修会を

実施いたしております。 

 

前回、平成 24 年の東京・福島研修会では、国家の中枢機関や国会議員に近接することで、その役割の

大きさと同時に、自らの生活への密接の度合いについて実感。福島県いわき市では、東日本大震災に遭わ

れた民宿経営の方と、仮設商店街の責任者の方とにインタビューを敢行。 

建物が取り払われた「跡地」に立ち、我々が無意識の内に生きている日々を、犠牲になられた１万５千

人以上の命は、どれほどに生きたがっていたのか。命が消えっていった、まさにその場所で、一日の重さ

への思いを巡らせました。研修会で我々が見つけた一つの答えは、紛れもなく「生の肯定」だったのであ

ろうと、３年前の濃厚な日々に振り返って感じている次第であります。自分の命は可能性そのもの。どう

やって心や人生の伸びしろを活かしていくか、どういったベクトルをもってして尺を伸ばしていくか。人

生を素敵なものにしようと想うべく、そして導くべくは自分そのものという考えです。 

 

今回は、フレッシュな若手役員を交えての東京・鎌倉研修会となります。 

鎌倉は、武家政治の興りであるとともに、自然と人間の体温が加えられた文化（：人工）との共存が多

く見られる街でもあります。「古／過去」をどのように活かし、息吹を与えて「今／現今」に生存している

のか。そして、「未／将来」にどのようにして、人々の生活／日常／暮らしを紡いでいくのかを思考してい

ただきます。 

都内では、今年 2015年が戦後 70年の節目ということもあり、靖國神社、千鳥ケ淵戦没者墓苑、それに

しょうけい館の三施設を見て回ります。重要なことは、詰まらない不毛なイデオロギーに沈殿しないこと

です。大戦で亡くなられた英霊を祀っているというと、反射的に靖國神社ばかりが前景化しがちですが、

千鳥ケ淵戦没者墓苑では「無名の戦士」として、軍人軍属のみならず一般邦人をも含む、全戦没者の象徴

的遺骨を奉安した墓苑となっています。また、しょうけい館は、戦傷病者資料館として、戦中は勿論、戦

後に見られた戦傷病者の辛苦を扱っています。 

靖國神社は近年、愛国主義や右翼の「しるし」として扱われる嫌いがありますが、今回は千鳥ケ淵戦没

者墓苑としょうけい館とを並べて、素材の一つとして、戦争と平和とを思考する機会としていきましょう。 

 

研修会は、「旅行」況してや「娯楽」ではありません。今回の多くの出逢いに敬意を払い、何に感動を覚

え、何を思考し、何を自分の人生の将来に宿らせていくか／蓄積させていくかがテーマです。 

新聞会は、言葉を扱うサークル。感想／感動を忘れずに整えて、自分の思考に沈潜し、自分の言葉で「放

出」と「蓄積」とを担うまでが研修会です。 

たくさんの出逢いから、幅広く吸収して、この４日間の日々を、残さずに自分の将来を作る温かい素材

にしましょう。 
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◇計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→改善（Action） 

◇いずれの行動の基底部分に、PDCA サイクルを機能さ

せる。 

◇自分の能力や考えを信じ過ぎない。見下しすぎない。 

◇他人との意見交換によって、刺激を受け、自分の考え

を濾過させていく。 

◇他人や社会に寄り掛かりすぎない。 

◇「誰かがやってくれるだろう」という不細工な考えは追放。 

◇常識を破棄して、「自主」と「自由」とを履き違えない。 

◇相手の立場を推し量って言動をすることを忘れない。 

◇相手の行為に対して、感謝と敬意とを払う。 

◇誰しも皆、「誰か」の苦労や努力の上に暮らしている。 

◇自分の努力を必要以上に披瀝しない。 

→低劣で安っぽい人間になる 

◇ほう・れん・そう。ほうれん草は持ってくる必要なし。 

◇するべきか、しないべきか迷った瞬間に、すること。 

◇塞ぎ込んだり、抱え込んだりせず、何でも相談してください。 

◇感動の熱を忘れない。そして、適温に冷ます。 

◇感動を咀嚼し、自分の思考を促す。 

◇感動と思考とを基礎に、自分の言葉で放出することで、自分の体内に蓄

積させる。 

〝夢を追う人と諦める人。どちらも自分で下した決断だから、間違いではないんです。 

夢を追う人はそのまま成就させてほしいけど、諦めた人も別の道でまた違う夢が見つかる。 

僕はそう信じています〟               内村光良（ウッチャンナンチャン） 

【アラメモ】  

「諦める」という動詞は、往々にしてマイナスイメージを引っさげて使われがちです。ただ、語源の

一つには「明らかに見極める」という説もあります。人生、「叶えた」数よりも「諦めた」数の方が圧倒

的に多い。 

道は一つではありません。執着や拘泥ばかりでは、迷いの森へ進むだけ。不器用だからこそ、ドジだ

からこそ、うらぶれたからこそ、迎えられる人生もあります。味わえる経験もあります。前に進まない

人生はありませんから、上手に切り盛りしていきましょう。 

〝人間は他人のことを思いやって行動し、よい結果を得たときに、心からの喜びを感じるものである。 

その喜びこそ、人間愛に基づくほんとうの「幸せ」なのである〟          宮沢賢治  

 

〝この世のもっとも純粋な喜びは 他人の幸福を見ることだ〟           三島由紀夫  

【アラメモ】  

期待、報酬、見返り……生きている限り求めたくなるのが人間です。しかし、これらを抑制し、極端

な話、削ぎ落とすことができれば、「幸せ」が享受しやすくなると、ボクは考えます。 

幸せのハードルを低く設定することで、何気ない小さな喜びにも気づくことができます。 

かの良寛和尚も「欲無ければ一切足り、求むる有れば万事窮す」と。欲を出すからこそ、それに比例

して不満が溜まってくる。欲をストップすることで、満ち足りた気持ちを維持できます。 
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〝世に処
お

るに一歩を譲るを高しと為す。歩を退くるは、即ち歩を進むるの張本なり。 

人を待つに一分を寛
ひろ

くするは是れ 福
しあわせ

なり。人を利するは、実に己を利するの根基なり〟 

［菜根譚：洪自誠］前集一七 
〔訳〕 

世の中を渡っていくのに一歩を譲る気持ちが大切である。一歩退くのは、のちのち一歩を進めるための伏線とな

る。人を待遇するのに少し寛大にする心がけが望ましい。他人に利を与えるのは、実は将来自分を理するための土

台となる。 
 

【アラメモ】  

中国の明の時代に生まれた、最高傑作の処世訓とも謳われる『菜根譚
さいこんたん

』。 

その前集の一七。他人を許し、優遇しておくと、それがいつか自分に返ってくる。他人を利すること、

それこそが自分を利する基盤。謙譲や思いやりは、将来を迎える自分の人生に、プラスのものとして宿

っていく。 

自身の言動の前に、一度立ち止まり、相手への影響を推し量ることが肝要。 



  

〝誓って負け惜しみなんかじゃない。一人でいるとき淋しいやつが 二人寄ったら なお淋しい。 

おおぜい寄ったなら だ だ だ だ だっと 堕落だな。 

恋人よ まだどこにいるのかもわからない 君。一人でいるとき 一番賑やかなヤツで あってくれ〟 

 

〝自分の感受性くらい 自分で守れ ばかものよ〟                茨木のり子  

【アラメモ】  

ボクの大好きな詩人の一人、茨木のり子さん。彼女は、青春時代を戦争によって切り刻まれた。 

戦時中と青春時代とが重複してしまった多くの方は、ボクらのような青春を生きることが叶わなかった。彼女の強く鋭い詩は 

まさに青春を奪われたという事実が、跳躍力を担っているのかもしれない。単純に「昔は大変だった」「今の若い人は苦労を知ら

ない」といった不毛な比較は避けたいが、青春の終焉に生きる大学生、自分にとって充分な青春を生きることができているか。

張りを与えてくれる一言。因みに、前半の詩は、独り身には染みるので、是非摂取のほど、どうぞよしなに。 

〝ひとり燈のもとに文をひろげて、見ぬ世の人を友とするぞ、こよなうなぐさむわざなる〟 ［徒然草：兼好法師］第一三段  

〔訳〕 

ひとりのとき燈下に書物をひろげて、自分の知らない古の人を友にするのは、このうえなく心が慰められるひとときである。 

 

〝小説は人生を変えられない。だが、小説は悲しみを背負って生きている人に寄り添うことができる〟    伊集院静  

【アラメモ】  

文章との付き合いの醍醐味。書物というものは、それが世に出た瞬間、多くの人の感想がまとわりつきます。 

基本的に、書物は一種の「完成系」ですので、今『徒然草』を読もうが、10 年後に読もうが、書いてあることは変わるわけがあ

りません。ただ、受け手／読み手であるボクらは、今読むのと、10 年後に読むのとでは、読み方や吸収するものが格別に変わるは

ずです。簡単な話、嬉しいときに「今日は素敵な日でよ」と言われるのと、悲しいときに「今日は素敵な日でよ」と言われるので

は、まったく捉え方も意味合いも変わってしまうでしょう。そうそう、憲法も、時代によって解釈変更されますしね。 

一つの基準である文章が、不変なものとしてあるからこそ、変化し続ける側のボクらは、成長や心模様を実感できます。これに

類似するのが、歳を取らないアニメのキャラクター。アニメや漫画は、往々にして歳を取りませんよね。ご多分に漏れることなく、

マサラタウンのサトシ君もその一人。かつて、彼より歳下だったボクら。いつしかボクらも、彼の倍以上の年齢に。月日が移ろっ

ても、彼は永遠の 10歳。彼らが歳を取らないからこそ、ボクらは自分の変化や成長を受け止めやすくなるのでしょう。そうやって、

アニメを見てきた側は育ってきました。それだけ人生歩んできました。まぁ、途中、タケシが降板したり、シゲルがパタリといな

くなったりはしましたけども。博識で、料理の腕もピカイチ、かつジムの運営と多くの兄弟の世話を父親一人に任せてまで、サト

シとの旅をされていたので、その分、タケシのギャラは高額だったのでしょう。言っても紳士なので、女性問題での降板はない筈。 

〝努力 根性 義理人情 経験こそがものを言う―〟 

 

〝キミたちとの であいはぜんぶ ちゃんと おぼえてる 

きずつけあった こともあったけど それは（え～と）わすれた 

まだまだ たくさ～ん かならず どこか～に なかまは いるはず 

ひゃくごじゅういちのヨロコビ ひゃくごじゅういちのユメ 

ひゃくごじゅういちのオモイデ めざして～ がんばろッ！〟                オーキド・ユキナリ  

【アラメモ】  

オーキド博士の格好良いところは、タマムシ大学在学時代から脚光を浴び、一躍ポケモン学の第一人者となったのに、30歳を

区切りに一線から退き、地元であるマサラタウンで研究に励んでいること。後進の育成に励みつつ、彼自身は名誉や位を気にし

ない薄欲な生き方を保つ。勿論、世界の方は彼を隠遁させたままにするハズもなく、研究家／博士としての活躍は続き、ラジオ

のレギュラー番組（：オーキドはかせのポケモンこうざ）も持つ。ポケモン研究と同様にして、「出逢い」に終わりはない。終わ

りがあるとすれば、それは人生を終えるとき、「サヨナラダケガ人生ダ」（：井伏鱒二）のときだ。人生を進めていけば、浅い付

き合いも深い付き合いも、大量に押し寄せてくる。その中で、自分の人生に留めておきたい「人」「出逢い」は、大切に扱うこと。

他方で、今の自分が、「誰か」にとって「逢いたい人間」「付き合い続けたい人間」であるかは、まさに義理人情の厚さが大切。 

そうそう、オーキド博士が 30歳を境にして、中央から退いた話なのだけれども、ポケモンの数を「151匹」として発表したに

もかかわらず、ボッコボッコ新種が出てくる研究不足の責任を取った形であれば、〝そりゃあ、そうじゃ〟となるわけです。 



 

 

 

  

えと。 



 

  

２  

 発生直後の感想／感動は、一番熱量を持っています。こ 

こで重要なことは、粗熱のままただ単に摂取することは避 

け、適温に鎮静させていくことです。 

本来、熱が高いことは結構ですが、適温にしていかない 

と、適切な判断や捉え方を誤ります。熱の高いままに走ら 

せ、その「高ぶった」感情を盲信するのではなく、「我に返 

る」ことで冷静な状態で、自分の感動を見詰め直します。体 

温の高いメモを頭で冷やしながら、メモを連結させ、感動に 

よって何を取得したかを整えていきます。 

３  

 頭の中で連なったメモ、感動／感想の整理を終えたら、文章として記録をしていきます。 

最初は湧き上がった感動でしかなかったものを、レポートを自分の言葉で書き連ねることに 

よって、自分の体内へ改めて吸収・摂取していきます。 

過去の自分や体験との比較、見つけた視点、お気に入りの景色を交えて、自分の「考え」 

として濾過されたものをレポートに書いていきましょう。 

勿論、加筆や修正も歓迎。ただ、その際、原則として消しゴムは使わないように。過程を 

 大切に、自分の考えの歩んできた道のり（：メモ、修正）は残しておきましょう。 

 

［感 想］ 単に思ったこと、考えたこと。所感。 

        →「詰まらない」「微妙」といったことでも内包されるため、「心打たれたこと」に限定しない。 

［感 動］ 物に深く感じて、心動かされること。 cf. 感激 

        →「感想」の内、「心動かされた」こと。「感想」「感情」と違い、動詞としても使われる。 

［感 情］ 心の動き、気持ち。快・不快、好き・嫌いなど、主語は自己。 

        →自分自身が主語なので、「花を見て、美しいと思った（＝花が美しい：主語は「花」）」は感情ではない。 

 

■いずれも受動的で初歩的な行い。「反応」の範疇。 

■これらを活かして、どこまで自分自身が主体的に「思考」していくか。 

■ただ、今回の研修会における、理屈抜きの感動は、思考を促していくことにも繋がります。 

１ 

何事も感想を伴わない出逢いはありません。まずは、 

心に覚えた感想／感動を、忘れないことです。 

本や勉学で享受する感動は、とっさに思い出す作業が 

できません。しかし、心で受容する感動は、「脳」で覚え 

ることを先行させないので、引き出しとして常に設置され 

ます。まずは「心」で感動を覚え、そののち記憶できるだ 

け、言葉でしっかりメモをすることです。



  １  

文章は書き手がいれば、それ以上に読み手が存在します。そのため、通り一遍

の文章表現ばかりを並べていては、読み手に退屈感を与えてしまいます。それを

防ぐには、日頃から語彙力を太らせるしかありません。 

 

たとえば「（～が）大切である」という表現も、これと類似する表現には「（～

が）重要である」「（～が）肝心である」「（～が）要となる」「（～の）試金石とな

る」「（～を）無下にしてはならない」「（～の）真価が問われる」……と、数多く

存在するわけです。これらは、一つの同じ範疇に収まっている表現。このように

して使う表現を変容させていけば、それだけ文章表現に幅が出てくることは言う

までもありません。  

語彙力が貧しいと、それだけ表現出来ることも少なくなります。他方で、極論

を押し通す形にはなりますが、語彙力が豊富であれば、それだけ表現したいこと

に近づく言葉を引き出すことができます。そういった観点からも、語彙力の向上

は、文章の書き手に取って必要不可欠な課題となるでしょう。 

では、具体的にどのようにして語彙力を伸ばしていくのか。個人的にオススメは２

通り。 

  

 １つは、やはり「言葉に触れる」ということ。だいぶ抽象的な表現にはなりました

が、スタートは多くの言葉に慣れ親しむしかありません。 

たとえば、難しい本でもいいでしょう、適当な教授の論文でもいいでしょう。それ

らは、言葉の宝庫。普段は散見することのない、見慣れない「言葉」が鏤められてい

るわけであります。 

この際、文章の全体の意味や内容の理解は背景化することとして、自分の知らない

言葉をどんどんメモして、取り入れていく作業です。それをしっかり辞書を引いて調

べ、時間をかけて慣れていくことで、自分の「言葉」にしていく方法。 

 

２つ目は、やはり類語辞典の活用。 

 一つ表現があれば、それに類似する表現はまだまだあります。それらを残さずに

取りこぼさないように、類語辞典を引いていく。語彙力の充実にも繋がるどころか、

表現技法に幅を発生させることもできます。 

 同じ意味の内容を文章化させるにしても、表現を変えればいつもと違ったコスチ

ュームを文章にまとわすことができるわけですね。自分の今の表現技法に寄り掛かる

ことなく、自分がいつも表現していない技法を学んで、表現の幅を膨らませていただ

きたい。やはり、常に自分の表現に類似する言葉を連想していくこと、調べていくこ

とが肝要です。 



  

２  

 文章というのは不思議なもので、個々人の性格を如実に表す（著す）ことが出来得ます。 

 それは、ちょうど人生の蓄積が知識や知恵の蓄積であると同じように、これまでの人生でなぞってきた言葉や知識

を発露する行為こそ「文章を書く」ということであるからでしょう。 

 

たとえば、好きなミュージシャンでも、好きなタレントでもいいです。 

僕らは、彼らが使っている表現技法に、気付かない内に影響されていることが多々あるわけです。

そういった観点からも、自分を表現するための「教科書」や「参考書」は、実は辺り一面に落ちてい

て、既に手元にもあるに違いありません。  

勿論、一つの表現技法を盗むだけでは、それは盗用でしかないのかもしれません。しかし、多くの

人の表現技法を盗み、吸収し、混合させた表現技法は、自分の人生の産物に違いありません。 

 

ここで、面白い話をおひとつ。一昨年末に亡くなられた、ミュージシャン・大瀧詠一さ

んに関する興味深いエピソード。 

 ある日、「あの曲は３つの曲からの剽窃ですね」ととがめられた大瀧さん。すると大瀧

さんは、次のように答えたと。「その３つと、あと２曲の５曲から出来てるけど、君は３

曲しかわからなかったんだ」。逆に相手を責める格好になったとのことです。 

 

 多くの表現技法を研究して、それらを自分のものとして蓄えていったもの

は、その人の人生の蓄積ですからね。もはや、自分で生み出した表現となり

ます。  

 かと言って、文章を書く際に、無理に難しい言葉をねじ込む必要はありま

せん。 それは見方によっては、言葉の乱用にもなってしまいます。理解し

はじめた言葉を試用することは大いに構いませんが、乱用は避けるべきです。

とりわけ、難しい言葉を活用することで享楽を覚えている様では、「言葉に使

われている」と言われても仕方ありませんからね。 

▼達郎の音楽と言葉が、僕の人生のバイブル   

■サンデー・ソングブック 

 毎週日曜 14 時より、

TOKYO FM をキーステー 

ションに、全国 38局ネット

で放送。 【ライヴ情報】 

TATSURO YAMASHITA 

PERFORMANCE 2015-2016 

■デビュー40 周年のアニバーサリーイ

ヤーに贈る、全国 35 都市 64 公演のロ

ングツアーは、10月からスタート。 



３  

文章／言葉は生き物です。 

  

自分でしたためた文章は、自分が思い悩み、悶え、必死に産んだ、他ならぬ我が子です。だから

こそ、ときに何気ない文章であっても、喜びや感動、そして怒りや哀しみを呼び起こすことがある

わけです。それは文章に心があるから、文章が生き物であるからに違いありません。 

 特筆すべきは、文章があまねく感情を呼び覚ますと同時に、一方では多くの感情に寄り添うこと

ができるという、多くの可能性を孕んだ行為でもあるということです。哀しさ、物足りなさ、切な

さ、寂しさ、侘しさ、しがなさ、虚しさ……そういったものに言葉は、ときには寄り添い、こうし

た嫌な感情に霞みを掛けてくれる筈です。 

  

 言葉は人生を着飾ってくれます。心に彩りをつけてくれます。 

それは決して、偉い人や頭のいい人たちの特権ではありません。我々にもできることです。 

  

 文章や言葉によって、自分を表現する。 

これこそ自らの人生の質を豊かにする、素敵な手段ではないでしょうか。 

 

新聞会は、言葉を扱うサークル。 

まずは、多くの表現を吸収して、自分のお気に入りの表現を築いていきましょう。 

 

 

  

同じことばをくり返さないことです。 

同じことばが出てくると、文章が後戻りしたり、停止したようになります。 

私は一枚の原稿用紙に同じことばを二度出さないように心がけています。 

外山滋比古 

 

読むことは人を豊かにし、話し合うことは人を機敏にし、書くことは人を確かにする。 

Francis Bacon 

 

創造行為とは世代間の“借用”・“盗用”の連鎖である。 

出典不明 

 

執筆は夜中に運転するようなものだ。 

ヘッドライトの届くところしか見えないが、それでも目的地にたどり着くことができる。 

E・L・ドクトロウ 

 

偉大な作家など、おいそれといるものではない。 

いるのはただ推敲に長けた文章家ばかりである。 

よく言われる通り、文章の 90 パーセントまでは推敲にかかっている。 

ノア・リュークマン 



 

 

  

 

４日間の行程、お疲れ様でした。 

まずもって、今回の研修会のその大半が、私の独断と偏見とを行使した形の日程とな

ってしまったこと、深くお詫び申し上げます。加えまして、一年生を始め、皆様のご希

望を誘発できなかったこと、そして充分に吸収ができなかったこと、重ねてお詫びを申

し上げます。 

 

「知っている言葉」と「知らない言葉」、それに「出逢ったことのある風景」と「出逢

ったことのない風景」と。人生の中では、圧倒的に「知らない」や「出逢ったことのな

い」という〝未〟の部分が多いはずです。同時に、その〝未〟の部分をどう迎えていく

かは、個々人の生き方に依拠します。自分の人生の扉を開くのは、自分の務めです。で

きるだけ、どうか、その扉の先を信じてあげてください。この人生の扉は、その種類は

無尽蔵でしょう。ただ、人生が無限なものであるかぎり、ボクらの開くことのできる数

は限られています。そのためにも、一つ一つの扉、今日まで開いてきた扉を、忘れない

でください。 

 

裏表紙の達郎の文句の通り、夢は必ずは叶いません。「夢は必ず叶う」という言葉だけ

を独り歩きさせ、失望の母である期待を蔓延させていく風潮は、鴻毛より軽いと見られ

てしかるべきでしょう。これは、何も夢を抱くな、信じるなという類のものではなく、

夢と正しく向き合うべきということです。一つの扉、一つの道を決めたということは、

他の扉や道はまだ残っているということですから。簡単に夢の模索を放擲せず、たった

一度の道で途方に暮れたくらいで〝夢は終わった〟だなんて考えないでください。 

大切なのは、夢が叶わなかったときに、それまで頑張ってきた自分をどう誇るか。一

つの道から夢を達成できなかったのならば、別の道を模索することだってできます。仮

に歩き始めた道に誰も歩いてなかったとしても、それが自分で信じた正しい道であるな

らば、次第に仲間が道に飾りをつけてくれるはずです。 

そうそう、未来を生きる視点から見てみれば、人生はまだまだ「嘘」ばかりなのかも

しれません。たくさんの「嘘」もとい「夢」「目標」を叫ぶことで、その「嘘」をいつか

「本当」にしていく人生にしていってみせてください。「夢」も、目指す内はまだまだ「嘘」

の一つに過ぎませんから。多くの「嘘」を育てて、「本当」を目指そうとする自分、「嘘」

に向き合う自分を誇れるように、時間が許される限り、何度でも夢に挑戦していってく

ださい。そして、今回の研修会での出逢いと感動と思考とが、この研修会の「しおり」

が、皆さんの人生の文字通り「しおり」となりますよう、勝手ながら願っております。 

 

青春の隅っこ、誇ることのできる自分に、何度でも出逢うことで、日々の質を豊かに

していってください。 

 



 

 

「幸せ」とは〝自分がこれくらいだな〟と許せること。 

〝夢は必ず叶う〟と言いますけど、僕はまったく逆。夢は簡単には叶わない。 

叶わないときに、どうするか覚悟をすることが必要で、 

〝叶わなかったけど、これくらいやれた〟ということを自分で許せれば、 

それは「幸せ」だと思います                山下達郎   

【アラメモ】  

ボクが心を整えたいときに、胸に記憶させる言葉です。 

この４日間、たくさんの感動と出逢って、思考を促し、自らの言葉で処理を

して、自分の将来に宿らせていきましょう。お気に入りの風景と考えと。 


